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先端内径が数百ナノメートル以下のパイレックス製ナノピペットは、単一細胞への化学物質の

注入に用いられており、市販されている。しかし実際にナノピペットを使用すると、１回の注入

の後にピペットが詰まることが頻繁に起こり、これがインジェクションの確度を下げる要因のひ

とつとなっている。我々は、ナノピペットの真空コンダクタンスを計測することによって、非破

壊的にピペットの内径や清浄度を検査する手法を開発している。そこで本発表では、ナノピペッ

トの真空コンダクタンス計測と、そのピペットを電子顕微鏡で観察した結果について報告する。 

真空コンダクタンスの計測は、既報の方法[1]で行った。アルゴンガスでの測定結果を Fig. 1 に

示す。10～25 kPa の分子流領域でのコンダクタンスの平均値は 4.48×10−12 m3/s と求められ、先端

内径は、239 nm と求められた。そして窒素ガスを用いた場合でも同様な内径(252 nm)が得られた。 

これに対して、その真空コンダクタンスを計測したナノピペットを走査型電子顕微鏡(SEM)で

観察したところ、先端内径は 687 nm となった。そのピペットの内部を観察したところ、Fig. 2 に

示すようにピペット先端内側にゴミが付着しており、そのゴミで塞がれていない面積は真空コン

ダクタンス計測から求められたピペット内径に一致する結果となった。このように、我々が開発

した手法により、先端内部の状態が推測できることがわかった。 
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Fig. 1: Entrance pressure dependence of the vacuum 

conductance with N2 gas.  
Fig. 2: Scanning electron microscope image 

of the glass nanopipette as in Fig. 1. 
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